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履
歴

の
あ
ら
ま
し

人
間
関
係
的
試
み

加

藤

九

詐

一
九

二
二
年

(大
十

一
)

五
月
十
八
日
、
韓
国
、
慶
尚
北
道
に
生
ま
れ
る

　
九

三
六
年

四
月
、
山

口
県
宇
部
市
、
私
立
長
門
工
業
学
校

(乙
種
)
入
学
。
機
械
鋳
物
用

の
木
型
製
作

を
専
攻
。

一
九

三
九
年

四
月
、
株
式
会
社
宇
部
鉄
工
所

に
入
社

一
九

四
〇
年

四
月
、
宇
部
市
立
見
初
小
学
校

に
て
代

用
教
員
と
し
て
勤
務
。
小
学
校

の
恩
師

二
木
謙
吾
先
生

(後
に
参
議
院
議
員
)
畠
中
巧
先

生

の
推
薦

に
よ
る
。

一
年
後
退
職

一
九

四

一
年
十

一
月
、
横
浜
第

一
中
学
校
に
て
、
高
等
学
校
入
学
者
検
定
試
験

に
合
格

一
九

四
二
年

(昭
十
七
)

四
月
、
上
智
大
学
予
科
入
学
。
主
と
し

て

ヘ
ル
ヴ

ェ
ー
グ
、
戸
川
敬

一
教
授

に

つ
い
て
ド
イ

ツ
語
を
学
ぶ

一
九

四
三
年
十

二
月
、
上
智
大
学

予
科
仮
卒
業

一
九

四
四
年

一
月
、
工
兵
第

二
連
隊

(仙
台
)

に
入
隊

一
九

四
四
年

四
月
、
幹
部
候
補
生
試
験

(第

一
次
)

に
合
格
。
班
長
中
沢
圭
二

(軍
曹
)

の
指
導
を
う
く
。
中
沢
氏
は
現
在
京
都
大
学
名
誉
教
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授
一
九

四
四
年
九
月
、
甲
種
幹
部
候
補
生
試
験
に
合
格

一
九

四
四
年
九
月
、
陸
軍
工
兵
学
校

(松
戸
)

に
入
校

一
九

四
五
年

三
月
、
兵
科
見
習
士
官
と
し

て
混
成
第

一
〇

一
連
隊
工
兵
中
隊
に
配
属
。
幹
部
候
補
生

(第

一
次
)

の
教
育

に
あ
た
る
。
北
朝
鮮
、

豆
満
江
岸

に
て
勤
務
。
連
隊
長
山
内
静
雄
大
佐

一
九

四
五
年

六
月
、
新

編
成

の
第

=
二
九
師
団
工
兵
大
隊

に
転
属

(東
南
満
州

の
敦
化
)
師
団
長
富
永
恭
次
中
将
、
大
隊
長
横
澤
鉄
郎
少
佐
。

大
隊
本
部
付
通
信
班

長
と
し

て
勤
務

一
九

四
五
年

八
月

二
〇
日
、
敦
化

飛
行
場
に
て
、

ソ
連

軍
に
よ

っ
て
武
装
解
除
、
捕
虜
と
な

る
。
関
東
軍
命
令

に
よ

っ
て

一
階
級
昇
進
し
、
陸

軍
工
兵
少
尉

一
九

四
五
年
九
月
、

ソ
連

軍
の
命
令

に
よ

っ
て
作
業
隊
長

の
大
隊
長
と
な
り
、
ま

る
二
年
間

こ
の
職
に
止
ま
る
も
、
そ

の
後

は

「
民
主
運
動
」

に
よ

っ
て
職
か
ら
追
放

さ
れ
る
。
国
際
条
約

に
よ

っ
て
将
校
は
労
役
を
免

ぜ
ら
れ
る
も
、
あ
え

て
す
す
ん
で
労
役

に
服
す
。
イ

ル
ク
ー
ツ
ク

州
と

ア
ム
ー

ル
州

の
十
数

カ
所

の
収
容
所
を
転

々
と
す

る
。
そ

の
間
角
田
文
衛
先
生
、
近
藤
鳩

三
、
小
川
五
郎

(高
杉

一
郎
)

氏
ほ
か
多
く

の
人
た
ち
を
知

る

一
九

五
〇
年

四
月
十
七
日
、
引
揚
船
明
優
丸
に
て
舞
鶴

上
陸
。
恩
師
小
林
珍
雄
教
授
、
浜
徳
太
郎
先
生
ほ
か
多
く

の
人
び
と

の
世
話

に
な
る

一
九

五

一
年

四
月
、
上
智

大
学
文
学
部

ド
イ

ツ
文
学
科

に
復

学

(新
制
大
学

三
年

に
編
入
)
。
恩
師

戸
川
敬

一
先
生

の
推
薦

に

よ
る
。

ハ
ン

ス

・
ミ

ュ
ラ
ー
先
生

の
講
義

「
リ
ル
ケ
詩
論
」
を
ド
イ

ツ
語
で
き
く

一
九
五
三
年

三
月
、
上
智
大
学
卒
業
。
卒
論

は

『
ロ
シ

ア
に
お
け
る
ゲ

ー
テ
像
』

(ド
イ

ツ
語
)

一
九
五
三
年

四
月
、
株
式
会
社
平

凡
社

に
入
社
。
小
林
珍
雄
先
生

の
推
薦
に
よ
る
。
社
長

下
中
弥
三
郎

(
の
ち
下
中
邦
彦
)
氏
に
育

て
ら
れ
る

一
九
七

一
年
十

二
月
末

日
、
平
凡
社
退
社
。
平
凡
社
在
職
中

は
編
集
者
と
し
て
井
上
靖
、
江
上
波
夫
、
榎

一
雄
、
佐

口
透
、
護
雅
夫
、
山
田
信
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夫
、
藤
枝
晃
、
増
田

四
郎
、
泉

靖

一
、
岡
正
雄
、
梅
樟
忠
夫

、
樋

口
隆
康

(順
不
同
)
、

ほ
か
多
く

の
す
ぐ

れ
た
先
生
方

に
出
会

い
、
親
し

く
薫
陶
を
う
け

る
。
ま
た
、
販
売
力
が
必
要
な
と
き
に
は
営
業
部
員
を
志
願
し
、
ほ
と
ん
ど

日
本
全
国

の
津

々
浦

々
の
書
店
を
ま
わ

る

一
九
七
二
年

(昭

四
七
)
、
上
智
大
学
外

国
語
学
部

(
ロ
シ
ア
語
)
非
常
勤
講
師
。
ピ

オ
ベ
ザ
ー
ナ
、
江
沢
国
康
、
宇
多
文
雄
教
授
ら

の
推
薦

に
よ
る

一
九
七
三
年
四
月
、
新
設

の
上
智
短
期
大
学
助
教
授

(
一
九
七

五
年
三
月
ま

で
)
。
主
に
ピ

オ
ベ
ザ
ー
ナ
、
八
幡

一
郎
両
教
授

の
推
薦
に
よ
る

一
九
七
五
年

(昭
五
〇
)

四
月
、
国
立

民
族
学
博
物
館

(民
博
)
教
授
。
主
と
し

て
館
長
梅
悼
忠
夫
博
士

の
引
立
て
と
白
鳥
芳
郎

・
山

田
信
夫

先
生

の
推
薦

に
よ

る
。
主
に
旧

ソ
連
邦
と

モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国

の
民
族
学
標
本

の
収
集
と
研
究
に
従
事
。
在
職
中
、
司
馬
遼
太
郎
氏
、
小

松
左
京
氏
を

は
じ

め
多

く

の
知

己
を
得

る

一
九
七
六
年
三
月
二
一二
日
-

一
九
七

七
年

一
月
二

一
日
間
、

日
本
学
術
振
興
会

よ
り

モ

ス
ク

ワ
大
学
と
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学

へ
派
遣
さ
れ

る
一
九
八
六
年

(昭
六

一
)

三
月
、
民
博
を
定
年
退
職

.

'

一
九
八
六
年
四
月
、

民
博
名
誉
教
授

一
九
八
六
年
四
月
、
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
。
森
川
晃
卿
学
長

の
引
立

て
に
よ
る

一
九
八
八
年

(昭
六
三
)

四
月
、
創
価

大
学
文
学
部
教
授
。
高
松
和
男
先
生

は
じ
め
篠
原
誠
理
事
、
中
野
毅
教
授

ほ
か

の
諸
先
生

の
引
立

て
に

よ
る
。
以
後

教
授

、
特
任
教
授
を
経

て
、

一
九
九

八
年
三
月
末
定
年

退
職
。
在
職
中
六
年
間
に
わ
た

っ
て
創
価
大
学

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
術
調

査

団

の
団

長
を

つ
と

め
る

(土
井
健

司
教
授

の
補
佐
を

得

て
)
。
ま
た
在

職
中
創

立
者
池

田
大
作
先
生
を

は
じ
め
と
す

る
大
学
指
導
部

の

方

々
の
ほ
か
、
多
く

の
す
ぐ
れ
た
同
僚
や
学
生
た
ち
と

の
出
会

い
は
楽

し
く
、
学
生

の
中
か
ら
五
人

の
長
期
留
学
生

(ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
と

新
彊
)
が
出
た

こ
と
は
私

の
誇
り

で
あ
る
と
思

っ
て

い
る
。

一
九
九
五
年
以
後
も
、
な
ら

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
研
究

セ

ン
タ
ー
、
小
松
左
京

先
生
、
庄
司

ユ
リ
子
教
授
、
山

口
光
子
教
授
、
木
曳
正
夫
氏
ら

の
援
助
を
得

て
ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ
ン
と
キ

ル
ギ

ス
タ
ン
で
発
掘
調
査
を
し
、
ま
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た
今
後
も

つ
づ

け
る
予
定

で
あ
る
。

一
九
六

三
年
に
は
じ
め

て
旧

ソ
連
を
旅
行
し
、
現
在
ま

で
に
少
な
く
と
も
三
〇
回
旧

ソ
連
各
地
を
訪
れ

る
。

一
九
七
六
年

(昭
五

一
)
、

『天

の
蛇
ー

ニ
コ
ラ
イ

・
ネ

フ
ス
キ
ー
の
生
涯
』

に
よ

っ
て
大
仏
次
郎
賞

(第
三
回
)
受
賞

。
主
と
し
て
井
上
靖

、

中
野
好
夫
両
先
生

の
推
薦

に
よ
る

(と
き
く
)

一
九

八
三
年

(昭
五
八
)

三
月
、

『北
東

ア
ジ

ア
民
族
学
史

の
研
究
』

に
よ

っ
て
学
術
博
士

(五
九

一
五
号
)
、
大
阪
大
学

(人
間
科
学
部
)
。

甲
田
和
衛
、
徳
永
悔
両
教
授

に
負
う
と

こ
ろ
が
多

い

一
九
九

一
年
十

一
月
二
五
日
、
大
阪
市

民
表
彰
を
受
く

一
九
九

二
年

一
月
十
四
日
、

ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉

歴
史
学
博
士
。
リ
デ
ィ
ア

・
グ

ロ
ム

コ
フ
ス
カ
ヤ
、

A

・
ジ

ェ
レ
ビ

ャ
ン
コ
を
は

じ
め
多
く

の
人
の
推
薦
に
よ
る

一
九
九

三
年

八
月
二
〇
日
、
ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
共
和
国
文
化
省

ハ
ム
ザ
記
念
芸
術
学
研
究
所
名
誉
博
士
。
主
と
し
て
所
長
ガ

フ
ル
ベ

コ
フ
博
士
、

ト

ル
グ

ノ
ブ
上
級
研
究
員

の
引
立

て
に
よ
る

一
九
九

四
年
七
月
二
九

日
、

一
九
九
四
年
度
大
同
生
命
地
域
研
究
賞
を
受
賞
。
梅
悼
忠
夫
先
生
、
大
林
太
良
先
生
、
小
松
左
京
先
生
、
石
毛
直

道
氏
、
松
原
正
毅
氏
ら

の
推
薦
に
よ
る

(付
記

「定
年
」
を
迎
え

る
に
あ

た
り
、
感
謝

の
意
味

で
、
世
話

に
な

っ
た
お
も
に
師
す
じ

の
方

々
の
お
名

(ご
く

一
部
)
を
あ
げ
さ
せ

て

い
た
だ

い
た
が
、
私
が
同
様

に
感
謝
す

べ
き

は
、

こ
こ
に
お
名

前

の
あ
が

っ
て

い
な

い
多
く

の
、

そ
し

て
多

く

の
先
輩
、
同
僚
、
後
輩

の

人

々
で
あ

る
と
思
う
。
「
定
年
」

は
世

間

の
約
束
事

に
す
ぎ
な

い
し
、
ほ
ん
と
う

の

「定
年
」
が

「
い
の
ち

の
終
り
」

で
あ

る
と
す
れ
ば
、

私
に
と

っ
て
そ

の

「
定
年
」
ま

で
は
ま
だ

い
く
ば
く
か

の
時
間
が
残

さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ど
う
ぞ
今
後
も
お
力
そ
え
を
た
ま
わ
り
ま

す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
)
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000000000000000000
著
書

『
シ
ベ
リ

ア
の
歴
史
』

一
九
六
三
年

五
月

三

一
日

紀
伊
国
屋
書
店

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
十
字
路
』

一
九

六
五
年
九
月

一
〇
日

ベ
ー

ス
ボ
ー
ル

マ
ガ
ジ

ン
社

『西
域

・
シ
ベ
リ

ア
』

一
九
七
〇
年

二
月

一
〇
日

新
時
代
社

(現
在
、
中
公
文
庫
)

『
シ
ベ
リ

ア
に
愚
か
れ
た
人

々
』

一
九
七

四
年
五
月
二
五
日

岩
波
新
書

『
ユ
ー
ラ
シ

ア
文
明

の
旅
』

一
九
七

四
年
六
月
二
〇
日

新
潮
社

(現
在
、
中
公
文
庫
)

『天

の
蛇
ー

ニ
コ
ラ
イ

・
ネ

フ
ス
キ
ー

の
生
涯
』

一
九
七
六
年

四
月

二
五
日

河
出
毒
旦
房
新
社

『中
央

ア
ジ

ア
遺
跡

の
旅
』

一
九
七
九
年

二
月

一
日

日
本
放
送
出
版
協
会

(
N
H
K
ブ

ッ
ク

ス
)

『
シ
ベ
リ
ア
記
』

一
九
八
〇
年

三
月

一
五
日

潮
出
版
社

『熱
砂

の
中
央

ア
ジ

ア
』

(加
藤
久
晴
と
共
著
)

一
九
八

　
年

一
〇
月
六

日

日
本

テ
レ
ビ
放
送
網

K

・
K

『万
年
雪

の
大

コ
ー
カ
サ

ス
』

(加
藤
久
晴
と
共
著
)

一
九

八

一
年

　
○
月
二
九

日

日
本

テ
レ
ビ
放
送
網
K

・
K

『
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
た
ひ
と
ー

ニ
コ
ラ
イ

・
レ
ー
リ
ヒ
の
生
涯
』

一
九
八

二
年

一
月
三
〇
日

人
文
書
院

『
ア
ジ

ア
最
深
部
』

(
ソ
ビ

エ
ト
2
)

(共
著
)

一
九

八
四
年
四
月

一
〇
日

日
本
放
送
出
版
協
会

『
ユ
ー
ラ
シ

ア
記
』

一
九

八
四
年

一
二
月

一
日

法
政
大
学
出
版
局

『北
東

ア
ジ

ア
民
族
学
史

の
研
究

江

戸
時
代

の
日
本
人

の
観
察
を
中
心
と
し

て
』

(博
士
論
文
)

一
九
八
六
年
三
月

二
〇
日

『北

・
中
央

ア
ジ

ア
の
歴
史
と
文
化
』

一
九

八
七
年

一
〇
月

一
日

日
本
放
送
出
版
協
会

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
野
帳
』

一
九

八
九
年

九
月
二
〇

日

恒
文
社

『
日
本
人

の
心

の
シ
ベ
リ
ア
』

(
ロ
シ
ア
語
)

一
九
九

二
年
九
月

ノ
ボ

シ
ビ

ル
ス
ク
刊

『初

め
て
世
界

一
周

し
た
日
本
人
』

一
九
九

三
年
九

月

一
〇

日

新
潮
選
書

恒
文
社
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0000

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
明

の
旅
』

一
九
九

四
年

三
月

一
〇
日

中
公
文
庫

『中
央

ア
ジ

ア
歴
史
群
像
』

一
九
九

五
年

一
一
月
二
〇
日

岩
波
新
書

『古
代

ホ
ラ
ズ

ム
の
研
究
』

(共
著
)

一
九
九
六
年

三
月
三

一
日

な
ら

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
研
究

セ
ン
タ
i

『中
央

ア
ジ

ア
北
部

の
仏
教
遺
跡

の
研
究
』

一
九
九
七
年

三
月
三

一
日

な
ら

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
研
究

セ
ン
タ
ー

編
著

○

『
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
事

典
』

(前
嶋
信
次
と
共
編
)

一
九
七

五
年
九
月

三
〇
日

芙
蓉
圭
旦
房

○

『
エ
ル
ミ
タ

ー
ジ

ュ
博
物
館
』

(世
界

の
博
物
館
シ
リ
ー
ズ
)

(共
著
)

一
九
七
九
年

一
月

一
〇

日

講
談
社

○

『
日
本

の
シ

ャ

マ
ニ
ズ

ム
と

そ
の
周
辺
』

(共
著
)

一
九

八
四
年

六
月
二
〇
日

日
本
放
送
出
版
協
会

○
図
録

『南

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
の
遺
宝

中
央

ア
ジ

ア

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
』

(
G

・
プ
ガ
チ

ェ
ン
コ
ワ
、
E

・
ル
ト
ヴ

ェ
ラ
ー
ゼ
と
共
編
)

九
九

一
年

一
月
二
日

創
価
大
学

・
ウ
ズ

ベ
ク
文
化
省

ハ
ム
ザ
記
念
芸
術
学
研
究
所

○
論
集

『ダ

ル
ヴ

ェ
ル
ジ

ン
テ
パ
D
T
25
』

一
九

八
五
-

一
九
九

三
、
発
掘
報
告

(共
編
)

一
九
九
六
年

二
月

二
〇
日

創
価
大
学

翻
訳
書

○

ソ
ヴ

ェ
ト
大
百
科
事

典

『第

二
次
世
界
大
戦
』

(相
田
重
夫
と
共
訳
)

一
九
五
五
年

一
月

一
日

青
木
文
庫

○

ロ
ジ

ェ

・
ガ

ロ
デ
ィ
他
著

『実
存
主
義
批
判
』

一
九

五
五
年

一
二
月
二
五
日

青
木
文
庫

○
ポ
リ

ス

・
ジ

ュ
ー

コ
フ
著

『湖
底

に
消
え
た
都

(イ

ッ
シ
ク

・
ク
ル
湖
探
検
記
)
』

一
九
六
三
年

一
二
月
二
〇
日

角

川
書
店

○

ア
ル
ダ

ン

・
セ
ミ

ョ
ノ

ブ
著

『知
ら
れ
ざ

る
大
地

(
チ

ェ
ル
ス
キ

ー
の
生
涯
)
』

一
九

六
五
年
五
月
二
五
日

学
習
研
究
社

O
N

・
プ

ル
ジ

ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
著

『黄

河
源
流
か
ら

ロ
ブ
湖

へ
』

一
九

六
七
年

一
一
月
五
日

白
水
社
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O
A

・
オ
ク

ラ
ー
ド

ニ
コ
フ
著

『黄
金

の
ト
ナ
カ
イ
』

一
九
六
八
年
九
月

一
五
日

美
術
出
版
社

○
ヤ
ク
ボ

ー
フ
ス
キ

ー
他
著

『西
域

の
秘
宝
を
求
め

て
』

一
九
六
九
年

五
月

一
〇
日

新
時
代
社

○
パ
セ

ツ
キ
i
著

『極
地
に
消
え
た
人

々
』

一
九
六
九
年

八
月
五
日

白
水
社

O
V

・
マ
ッ
ソ
ン
著

『埋
も
れ
た

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』

一
九
七
〇
年

一
一
月
二
七

日

岩
波
新
書

O
S

・
ル
デ

ン
コ
著

『
ス
キ
タ
イ

の
芸

術
』

(江

上
波
夫
と
共
訳
)

一
九
七

一
年

一
月
二
〇
日

新
時
代
社

○
シ
ム
チ

ェ
ン
コ
著

『極

北

の
人
た
ち
』

一
九
七
二
年

一
二
月
二
〇

日

岩
波
新
書

O
A

・
オ
ク

ラ
ー
ド

ニ
コ
フ
著

『
シ
ベ
リ
ア
の
古
代
文
化
』

(加
藤
晋
平
と
共
訳
)

一
九
七
四
年

八
月

一
六

日

講
談
社

O
V

・
ア
ル
セ

ニ
エ
フ
著

『
デ
ル

ス

・
ウ
ザ
ー
ラ
』

一
九
七
五
年
六
月

二
〇
日

角
川
書
店

O
G

・
ス
テ
ラ
ー
著

『
カ

ム
チ

ャ
ツ
カ
か
ら

ア
メ
リ

カ

へ
の
旅
』

(本

書
に
は
S

・
ク
ラ
シ

ェ
ニ
ン

ニ
コ
フ
著

『カ

ム
チ

ャ
ツ
カ
誌
』

の
抄
訳

も
含
ま
れ
て

い
る
)

一
九
七

八
年

=

月
五
日

河
出
書
房
新
社

○
シ
ー
ボ

ル
ト
著

『
日
本
』

(共
訳
)

一
九
七
九
年

五
月

一
八
日

雄
松
堂
書
店

O
L

・
ア
リ
バ
ウ
ム
著

『古
代

サ

マ
ル
カ
ン
ド
の
壁
画
』

一
九

八
〇
年

六
月
二
九

日

文
化
出
版
局

O
B

・
ピ

オ
ト

ロ
フ
ス
キ
i
著

『埋
も
れ
た
古
代
王
国
の
謎
』

一
九

八

一
年
九

月

一
〇
日

岩
波
書
店

O
B

・
ピ

オ
ト

ロ
フ
ス
キ

i
著

『
エ
ミ
ル
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館
』

(生
田
圓

・
青
柳
正
規
と
共
訳
)

一
九
八
五
年

一
月
二
四
日

岩
波
書
店

O
D

・
マ
イ
ダ
ル
著

『草
原

の
国

モ
ン
ゴ

ル
』

一
九
八
八
年
七
月
二
五
日

新
潮
社

O
V

・
サ
リ

ァ

ニ
デ
ィ
ー
著

『
シ

ル
ク

ロ
ー
ド
の
黄
金
遺
宝
』

一
九

八
八
年
七
月

二
八
日

岩
波
書
店

論
文
そ
の
他
は
省
略


